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◇設立：昭和26年2月1日(1951年)　

◇資本金： 96,000,000円

◇従業員数：298名
　（技術員は71名）

◇本社・製造拠点

　本社・工場・技術ｾﾝﾀｰ
　　　　　・・・愛知県刈谷市

　高棚工場
　　　　　・・・愛知県安城市

　富山工場
　　　　　・・・富山県小矢部市　　　　　　　　　

◇事業内容

①化学品事業：
各種表面処理薬品の製造、販売

②加工品事業：
ﾌﾟﾗめっき、Yｺｰﾄの受託加工

産業用洗浄剤
防錆剤

めっき光沢剤　など

ﾕｹﾝ工業株式会社のご紹介ﾕｹﾝ工業株式会社のご紹介

※Yｺｰﾄ・・・金型へのPVD処理

（Yｺｰﾄ工場）



　　　　　PVDの一種であるｲｵﾝﾌﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ法によって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金型表面に数ﾐｸﾛﾝの薄膜を形成させる。

印加電圧(-)真空ﾎﾟﾝﾌﾟ

反応ｶﾞｽ

回転ﾃｰﾌﾞﾙ

ﾋｰﾀｰ

蒸発源

（金属ﾀｰｹﾞｯﾄ）

金型

400～500℃
＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋
＋

＋

＋

＋

ｲｵﾝﾌﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ着膜ｲﾒｰｼﾞ図

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ領域

YYｺｰﾄの原理ｺｰﾄの原理



樹脂金型使用の際に発生する問題点

①離型性の改善

②耐腐食性の改善

③耐摩耗性の改善

④高耐熱性
　→ｽｰﾊﾟｰｴﾝﾌﾟﾗなどの高融点材にも対応

＋

ﾀｲﾌﾟM・BL処理によって
金型性能向上！！ ⑤金型のﾘﾕｰｽ可能

　→金型を傷めずに除膜・再ｺｰﾄが可能

YYｺｰﾄの有効性ｺｰﾄの有効性

　・製品が金型に貼り付く
　・金型の汚れが製品に転写する
　・金型が汚れ易くﾒﾝﾃﾅﾝｽが大変

　・成形時のｶﾞｽによって金型が
　腐食しやすい

　・高硬度材料（ｶﾞﾗｽﾌｨﾗｰ含有材）
　成形の際、金型にｷｽﾞが入る



WSL＝γL（1＋cosθ）

Young-Dupre’の式Young-Dupre’の式

γL：他物質（樹脂）の表面自由ｴﾈﾙｷﾞｰ

WSL：皮膜-他物質（樹脂）間の付着ｴﾈﾙｷﾞｰ

θ：皮膜-他物質（樹脂）間の接触角

一定
（成形材で固定）

変数
（膜種で変動）

θ

・樹脂をくっつきにくくする（付着ｴﾈﾙｷﾞｰを小さくする）
　　　　　　　→高接触角（低表面自由ｴﾈﾙｷﾞｰ）皮膜の選定が有効

①樹脂がくっつきにくい膜材質を選定する

離型性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ離型性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ



40～60° 85°

樹脂金型用鋼 ﾀｲﾌﾟM ﾀｲﾌﾟBL

・ﾀｲﾌﾟM・BLは高接触角（低表面自由ｴﾈﾙｷﾞｰ）皮膜である
　→離型性や防汚性の向上が期待できる

離型性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ離型性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ

90° 70°

Crめっき



・ｺｰﾃｨﾝｸﾞ前後で面性状の変化がほとんど無し

離型性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ離型性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ

②樹脂がくっつきにくい膜形状にする

⇒接触面積を小さくしｱﾝｶｰ効果を軽減させる

10μm

ﾌﾞﾗﾝｸ
（SUS304） ﾀｲﾌﾟM ﾀｲﾌﾟBL Crめっき

TiN
（PVD）

Rz=0.1μm Rz=0.1μm Rz=0.1μm Rz=0.3μm Rz=0.4μm

（※観察倍率　×1000）
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フッ素系皮膜

無処理

タイプBL

タイプM

Crめっき

TiN

実機離型抵抗測定結果と
　　　　　　　　　　接触角との関係性（ABS）

製品表

製品裏
突き出しピン位置

無処理

タイプBL

離型評価で成形した製品（ABS）

・他、PP、PA6、POM、TPO、PPS等でも離型抵抗低下を確認

離型性評価離型性評価



評価用製品

固定型

可動型
→ｶﾞｽﾔﾆを意図的に金型へ付着させる

※成形材料：PPS（GF無し）

防汚性評価防汚性評価



実機防汚性評価結果（ﾀｲﾌﾟM・BL）

・接触角の高い皮膜ほどｶﾞｽﾔﾆの残存が少ない
→付着力が低いため、製品にくっついて排出されたと考える

接触角40° 接触角85° 接触角90°

無処理（S50C） ﾀｲﾌﾟM ﾀｲﾌﾟBL

防汚性評価防汚性評価



無処理（SPCC） ﾀｲﾌﾟM ﾀｲﾌﾟBL

有孔：多 有孔：中 有孔：少

※青色斑点：ﾌｪﾛｼｱﾝ化鉄

ﾌｪﾛｷｼﾙ試験結果（有孔度評価）

耐腐食性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ耐腐食性改善へのｱﾌﾟﾛｰﾁ

腐食性物質を金型母材に接触させないようにする

⇒ﾋﾟﾝﾎｰﾙの少ない緻密な膜にする
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※無処理の腐食面積を
　　　　　　　　　　　100％とする

塩水噴霧試験機

評価ﾃｽﾄﾋﾟｰｽ外観写真

塩水噴霧試験結果

無処理（SPCC） ﾀｲﾌﾟM ﾀｲﾌﾟBL

耐腐食性評価耐腐食性評価

・腐食を大幅に軽減することができた



評価用製品

固定型

可動型

※成形材料：PPS（GF無し）

耐腐食性評価耐腐食性評価

→腐食性ｶﾞｽで金型を意図的に腐食させる



ﾀｲﾌﾟBL

ﾀｲﾌﾟM

無処理（S50C）

が大幅に向上
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ﾀｲﾌﾟBL ﾀｲﾌﾟM 無処理
（S50C）

実機ｶﾞｽ腐食試験結果（PPS）

※無処理の腐食面積を100％とする

耐腐食性評価耐腐食性評価

・ｶﾞｽ腐食を大幅に軽減することができた



荷重

ﾃｽﾄﾋﾟｰｽ
ﾎﾞｰﾙ材
（SUJ2）

摩擦摩耗試験機

耐摩耗性評価耐摩耗性評価



摩耗試験結果

SKD61 タイプM タイプBL

表面写真

摩耗度合い 多 少 極少

HV570 HV1,200 HV2,500

・磨耗を大幅に軽減することができた

耐摩耗性評価耐摩耗性評価



★高離型性・防汚性★高離型性・防汚性
　高対水接触角（低表面自由ｴﾈﾙｷﾞｰ）
　→他物質（樹脂）との親和性が低い　　　
　　

★高耐腐食性★高耐腐食性
　金型を化学的に安定な皮膜で被覆
　→型材を腐食性ｶﾞｽからｶﾞｰﾄﾞ

★高耐摩耗性★高耐摩耗性
　一般的な樹脂金型用鋼の2～6倍の硬度
　→ｶﾞﾗｽﾌｨﾗｰ含有の高硬度成形材料にも対応

★高耐熱性★高耐熱性
　ｾﾗﾐｯｸ皮膜ゆえに400～500℃まで皮膜性能を維持
　→高融点材料であるｽｰﾊﾟｰｴﾝﾌﾟﾗにも対応

皮膜特性まとめ皮膜特性まとめ



タイプM
（PVD法）

タイプBL
（PVD法）

TiN
（PVD法）

Cr
めっき

フッ素系
皮膜

窒化
NAK材

（無処理）

膜厚（μm） 1～2 1～2 2～4 5～20 5～50 － －

耐酸化温度（℃） 400 500 300 300 260 200 200

対水接触角（°） 85 90 75 70 105 30 40

硬度（Hv） 1,200 2,500 2,200 1,000 350 1,000 400

色調 銀 黒 金 銀 灰 灰 銀

離型性 ○ ○ △ △ ◎ × ×

耐熱性 ◎ ◎ ○ ○ △ × ×

耐摩耗性 ○ ◎ ◎ △ × △ ×

耐腐食性 ○ ○ ○ △ ◎ × ×

皮膜物性皮膜物性

→樹脂成形金型に必要な機能のﾊﾞﾗﾝｽが取れた皮膜

樹脂成形で主に使用されている表面処理の物性と機能比較（当社独自判定）



ｺｰﾃｨﾝｸﾞ処理についてｺｰﾃｨﾝｸﾞ処理について

処理可能寸法と重量
　　　直径750×高さ750mm　・　360kg

　　　（膜厚保証範囲500mm）

標準膜厚
　　　ﾋﾟﾝ形状　片側：1μm（径で2μm）、　入子　上面：2μm

適合金型材
　　　鉄系鋼材・・・520℃以上の高温焼き戻し済みであること
　　　 ※銅、ｱﾙﾐおよびそれらの合金はｺｰﾃｨﾝｸﾞ不可



ﾕｹﾝ工業の技術ﾕｹﾝ工業の技術

①洗浄剤ﾒｰｶｰとして培った技術により、
　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ前の金型の汚れを徹底的に除去。
　安定した皮膜密着性を維持。



ﾕｹﾝ工業の技術ﾕｹﾝ工業の技術

②皮膜の溶解除去技術により、金型ﾘﾕｰｽが可能。

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ前

×400

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ ⇒ 除膜後

×400

◎

×400

○

高Cr鋼
（SKD11等）

その他
（SKH51等）

「日本塑性加工学会 東海支部 技術賞」を受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2012.04）

＜金型表面写真＞



まとめまとめ

・この皮膜の使用によって下記の効果が期待できます。

★金型洗浄ﾒﾝﾃﾅﾝｽ頻度の低減★金型洗浄ﾒﾝﾃﾅﾝｽ頻度の低減

★溶接・磨きなど金型修正頻度の低減★溶接・磨きなど金型修正頻度の低減

★成形機停止頻度の低減★成形機停止頻度の低減

★ｼﾎﾞ打ち直し頻度の低減★ｼﾎﾞ打ち直し頻度の低減

★製品不良率の低減　　　　　　★製品不良率の低減　　　　　　etcetc・・・・・・

・各種改善をお考えの際は、是非Yｺｰﾄのご検討をお願い致します！

※Yｺｰﾄは除膜可能です。

・生産性の向上・生産性の向上
・製品品質の向上・製品品質の向上
・ｺｽﾄの削減・ｺｽﾄの削減


